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£

£

铪

補

綴

し

て

：統
一

'的
國
家
史
を
柳
成
し
^
る
も
の
て
：あ 

六
^
ミ
論
破
ゼ
ら
れ
て
•;
^

^
.^
^
泰
る
:?
而

し

て

®

^

一

 

ゐ
r
.]
V
T.̂
を
®
ず
る
の
で
あ
冬
、.：：}§>
-
3
て
^
の
.修
史
.の
_

.

.麝
紀
に
關
セ
：て.は
古
事
記
が
生
4'
し
1:
對
內
的
败
策
の
. 

> 機
及
^

度̂
に
於
い
て
«

«外
國
ヒ
や
接
觸
^
ょ
つ
.'? 

動
機
か
ら
出
れ
0
,に
加
へ
で
'，
：書

紀

は

猶

對

外

的

政

®

の
刺
戟
^
弾
大
•で
.あ
る
：s

ir
T
彩
る
！

猶

、，

|

羅
 

:

の
動
機
を
：̂
併
せ
有
す
る
も
の
で
：、',
.
:古
事
記
：が
天
武
帝
/ :

切
敕
治
的
情
勢
炉
極
め
：
'て
大
:»
る
影
響
を
及
：ぼ
肯
る
，染 

の
;0
本
主
義
的
精
神
を
重
ん
じ
ゥ
主
ミ1>
で
國
語
を
.其

.
e

#

Mひ
^
い 

>
最
後
恥
注
意
す
べ
，̂

:、
記
«
妒
滩 

基
調
:«
せ
石
^
反

:̂
て
，
書
紀
《
唐
次
,
扣
耽
.酔
％
农

f

f
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A
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七

独)

：

鄉

溆

介.

宵

年

代

、
，
西

曆

七

西

年

代

に

於

如

^
槪

念

的

尨

—

若 

ぐ
は
植
文
を
以
:*
0
て
で
き
れ
も
の
で
あ
るi:

s

ふ
ご
ビ 

^

0

 

> -
.

s

f

隋
康
の

影
響
を
ぅ
け

で

，
、
w
;l
t
燦

_ 

嫻
炎
4
文
化
め
華
を
開
い
た
©
代
で
あ
つ
て
、
朝
鮮
支 

那

岔

の

淡

通2

^
ネ

'»
«
入

:.
(
>
た

多

ズ

の

外

來

思

想

即
 

ち
儒
道
_
敎
&
古
來
'0
舯
遨
思
»
礙
外
亿
'1
1
*し
ろ
神
道
. 

思
想
を
泡
攝
1
て
，
か
切
文
化
め
靡
を
織
り
だ
し
た
の 

か
、

■̂滕
代
^
、
.
3か
も
外
來
の
文
ぎ 

J

T

0

タ
マ
編
*

^
れ
お
記
.紀
、：M

^

の
.
_代
史
が
：
 

舰
粹
龙
我
厕
(0
傅
說
^
の
ま
、
め
み

で

な

い
.aミ
.

は
容- 

■

感
知
池
ら
れ
得
るg

豪

ふ

』
.(

$

i

3E)

 ̂

;0
猶
^
>»
す
る
の
で
あ
る
。
棄
者
は®
:u
本
論
に
入
^

.て

、

洗

づ«
話

と

し

て

Q
,

神

代
*

ね

就

か.ば
考

察

せ̂
 

れ

て

ゐ̂

,'
0
で
; *
る

が

，
、
,此

點
^
於

て

著

者

$

津

田

氏

 

V?
J
の
見
解
の
異
同
は
著
者S

か

ら

の

言

を

借

ち

.
て

云

へ

 

ば

：r

全
體
は
淤
げ
る
救
治
的
色
彩
0
濃
厚
な
る
故
を
以

 

，
つ

そ

、
f
®:
ち

に

全

部

を

政

治

的

目

的

.
の

任

意

な

る

製

作

滞
_

 

. I

集

.

物
^

«す
が
如
令
は
、.

神
！！

研
^
を
餘
士
狀
猶
如
せ
:̂ 

獨
斷
論
泫
云
は
ね
ば
^
ら
ぬ
、
な
ん
を
^
れ
ば
«
話
が 

神
顧
飞
為
る
か
:!
,
、；
を
れ
は
#
ダ
®
人
：

g
^
j
g
:

の
所 

9

拟
な
ス
し
.て
、
.言
！i

風
習
^
ひ
ヒ
し
く 

..
0
創
難
で
^
る
か
ら
.で
.あ
名
：::
;
>
#々

が

：
^

氏

の

餘

の
 

|

部

に

i

そ

の

：！
^

に
.く

み0 %

ざ

る

撕
 

叙
^

H

iに
:*
る』

：
'

-

^

-

八

基

に

莽

す

る

の

ヤ

あ
 

る
0

:

著

者

は

此

見

地

拉
.*
も

て

日

本

神

蒴

の

開

麗
 

が
.單
W

の

或

目©

爲̂

泌
W
住

意

に0

^

v

 

も

め

に

あ6
ず

む

て

、

古

代-.
a
本

民

族

：；

$

宇

宙

開

關

觀 

.
を

表

現̂
し
も
の
-な
る
こ
ビ
を
瞪̂

で
例
翁
、_
天
原
、
. 

黄
泉
國
、
常
世
國
は
そ
れ
ぞ
れ
天
：土
、
、
地
下
，
地
止
® 

他
界
顧
念
キ
ぁ
つ
て
神
！|擧
.上
に

於
.»
る.1

般
他
界
觀 

念
0
tt
«

S太
體
一
致
す
る

事
實
は
明
か
に
日
本
雜
話 

,が
特
殊
..の.少
數
遨
の
任
意
的
創
作.で

な

く

寧

ろ

神

話

.と 

し

て

の■
源

と
#
質

と

を*
分

に

具

備

、す
る
•も

の

と

認 

む
る
の
'で
あ
る
、
ヾ
觅
：化
蓉
者
が
日
本
神
話
ね
於
'て
指
摘
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せ
る
他
の
#
徵
は
或
意
味
に
於
て
我
邦
雜
話
の
最
初
の
を
な
す
も
の
で
あ
る
ド
>云
ふ
に
あ
る
の
で
あ

る
、勿
論
、

起
源

^

獬
す
可
§

岐
美
爾
神
の
：物
語
水
旣
に
英
雄
神
話

.

：
著
考
は
其
間

^

他
说
族
の
神
の
浞
入
せ
る
こ
^
は
承
認

の
域
に
到
邂
し
て
、
專
ら
其
W :

容
が
宗
敎
的
政
治
的
社

"

す
る
の
で
あ

0

て
、
現
に
著
者
は『

文
化
を
異
に
せ
る

’

.

.# .

的
、要

素

ょ

り

な

つ

て

天

然

的

要

素

の

甚

だ

.

乏

し

い

こ
.

異
民
族
が
相
亙
に
接
觸
、
I W

爭
、
同
化
す
る
場
合
、
單

ミ
で
あ
る
、
著
者
は
之
れ

.

を
以
て
日
本
神
話
が
自
然
的

j

R

肉
體
的
混
血
の
み
な
ら
す
、
又
、
输
神
的
文
化
の
：浞

.規
象
の
影
嚮
を
ぅ
ぐ
る
こ
ゼ
多
き
原
始
的
域
を
す
で̂

入
を
も
來
把
3
し
む
る
は
歷
：史
の
證
明
す
る
-
こ
ろ
で

脫
し
て
人
の
现
象
を
主
題
. ^

す
5 .

稍
々
高
度
の
文
化
階
あ
る
、
そ
れ
故
日
本
神
話
中

^

多
く
の
'異
分
子
の
泥
入

段
に
於
て
構
成
さ
れ
た
も
の

W

認
定
す

.る
の

：で

あ

る

、.

せ
る
こ
ど
は
言
ふ

.ま
で
も
な
い
、
從
つ
て
#
話
を
そ
の

勿
論
：'
著
蕃
舻
日
本
神
話
に
於
け.る
商
然
親
象
の
影
響
ま
：、
史
實
ミ
し
て
解
：釋
す
る
は

.絕
對

R
許
す
ベ
か
ら
ざ

^
全
然
；命

&
す
る
；
^

-0
に
.あ
备
ざ
る
ぃ
こ

^
は
*
者の丹ること

.で
あ
る』

(

一
七j

一)

ど
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
ん
。

鑛
命
對
常
世
國
の̂

擦
翁
以̂

^

れ
を
瞭
す
ー
る
乙
炙
が
：

之
れ
を
耍
す
か

^

著
者
の
神
代
史
觀
は
本
書
の
結
尾̂

^

^

る
め̂

あ
そ
次
莒
觸
歷
史
ぞ
し
ず
の

^

^

史」

あ
る『

實̂

神
代
史
の
史
的
價
顧
は
：舯
代
史
そ
の
も
の

啦

關

す

る

翁

者
^
意

見

錄

日

本

^

^

は

瑰

實

的

國

土

^

一"
、

本

質

を

明

か

：
に

す

る
こ
と
は
ょ
つ
て
決
^-
さ
れ
る
0

る

，
出雲
、
.
'
_

:
、

：
大

_

患

等

心

她

卷

辭

の

篇

は

.
で
.あ

る

、

而̂
て
其
砑
究
は
自

^
大

膽

に

し

て

、

あ

く

他
#
觀
#

た
'る

高

，
天

原

、

黄

泉

阈

、

带

世

li
'®
;
物

語

が'
:
ま

で

眞

率

：
で

あ

ら

ね

ば

な

ら

：
ぬ

、

歷

史

が

斜

學

R
し

て

混
合
し
^
ガ
れ
^
も
の
て
あ
る
、
こ
れ
を
拉
族
的
に
み
へ
研
究
老
が
學
者̂
る
以
土
す
.べ
か
ム
<
事
_

の
探
究
を

•

生

ビ

し

て

笑

摔
l

t

tl
-
i雲

民

族.

v

が

ニ 

§

素

：
：
，

拗

す

べ

き

毛

の

.
、

徒

6-
.
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的

勢

カ

^

服
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す

る

が
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第

十

四

怨(

八
'七
诋)

新
刊
轺
介

滕

班

,0
輿
の
目
的
で
は
決
し
'1
:
な
い
> 
む
G
ろ
^

^

v?r 

る
本
然
の
國
史
が
構
成
せ
ら
れ
て
始
め
で
、
眞
の
酿1£ 

.遒
德
が
樹
立
.さ
る
、
で
^
ら
5
.

』

.(I.

九
八
.レ
が
示
#

が 

‘如
く
、.其
應
^
对
科
學
的
]4
心
の
.閃

.̂
ビ
、
：
研
究
■
精 

神
:0
'旺
猶
な
靑
钜
1

,
の
面
影
女
認
む
.る
ビ
.共

ほ

：、
.
菩 

等

植

斯f
の
^

r
b'a
心

、
：
斯“
の
•如

き

を

^

#

松 

本
.君
ド

よ
み
.て

見

饨.1
>^,
之
.ビ

を

三

田̂
±
0
學

院
© 

爲
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*
が
&
祝
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せ

ざ

る

を

得

な

い
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^
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、
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罪
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